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一般社団法人臨床ゲノム医療学会本部事務局 

■日本で初めて「臨床ゲノム医療学会の中で、医師と市民が 

交流するＭＩＲＡＩのための市民公開セミナー」を開催■ 

健常者・家族を対象に、最先端予防療法のゲノム遺伝子検査（ｍＲＮＡの発現解析）で、 

がんの分子レベルの発症リスクを予測して、評価に合わせた再発予防療法を指導する医師団 

を紹介する。午後のシンポジウムには、大村知事の挨拶と著名なシンポジストから 

「県民を病気から守る」メッセージが伝わり、大会は大盛況の内に終了しました。 

 一般社団法人 臨床ゲノム医療学会（東京都文京区：理事長 渥美和彦／東京大学名誉教

授）は、第2回 学術集会「愛知大会」（大会長：福沢嘉孝 愛知医科大学大学院 教授／後

援：愛知県）を12月16日（日）に全国のゲノム医師、歯科医、コメディカルの約３００人

がＪＲ名古屋駅前ミッドランドホールに集まり「未来のための市民公開セミナー」を開催

しました。 

 会場には、来賓の大村愛知県知事をはじめ、元中日ドラゴンズ 川又米利選手も参加し、 

来場者は「最先端医療の遺伝子検査」と「免疫体質を作る予防療法」について、穏やかに

も真剣に語る「病気を予防する医師」の解り易いシンポジウムに耳を傾けていました。 

 著名な白澤卓二教授（順天堂大学大学院）の講演「長寿は一日にして成らず～ごきげん

で長生きしよう～」）、そしてがん細胞の現在の分子リスクを予測する「ｍＲＮＡ発現解

析」について、武井佳子院長（MIRAIゲノムラボ）が解り易くお話してくださいました。 

 「がん再発予防検査」のお申込やお問い合わせは以下にお願いします。 

ゲノム ドクターズ クラブ：ＧＤＣ／ 臨床ゲノム医療学会 本部事務局 

TEL：03-5798-2447 FAX：03-5798-2448 E-mail： mail@rinsho-gemnome.jp 担当：左藤 

●一般社団法人 臨床ゲノム医療学会  HP：http://www.rinsho-genome.jp/ 

●ゲノム ドクターズ クラブ／ＧＤＣ  HP：http://www.genome-doctors-club.com/ 

▼ゲノム ドクター セミナー／臨床ゲノム医療学会ホームページはこちら▼ 
【HP：http://www.rinsho-genome.jp/ 】 

▼長寿遺伝子検査の問合せ／ゲノム ドクターズ クラブ ホームページはこちら▼ 
【HP：http://www.genome-doctors-club.com/】 








